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・今後も災害発生時に役立つ防災
セットの企画を通して、災害時の空
腹や飢餓を無くすことに貢献する
・非常食や非常飲料の寄贈を継続
し、必要な人と場所に物資を事前に
届ける

・SDGs視点の防災セット「シェアす
る防災セット」を企画・発表し、
2022年グッドデザイン賞ベスト100を
受賞
・2022年の台風15号による市内被災
地区へ、携帯トイレの寄贈を行った

・今後も災害発生時に役立つ防災
セットの企画を通して、災害時の空
腹や飢餓を無くすことに貢献する
・非常食や非常飲料の寄贈を継続
し、必要な人と場所に物資を事前に
届ける

・女性が働きやすい職場環境を追求
し、育児や家庭事情に合わせた勤務
体系の継続とさらなる拡充を目指す

・従来と同様の制度維持に留まって
いるため、新たな制度拡充を検討す
る必要あり

・女性が働きやすい職場環境を追求
し、育児や家庭事情に合わせた勤務
体系の継続とさらなる拡充を目指す

・ユーザー目線に立った非常用トイ
レや携帯トイレの開発を続け、災害
発生時におけるトイレ弱者を減らす
ことに貢献する

・自社製品の携帯トイレの販売を継
続

・ユーザー目線に立った非常用トイ
レや携帯トイレの開発を続け、災害
発生時におけるトイレ弱者を減らす
ことに貢献する

・有休の取得推進を継続する
・従業員の健康維持に必要な物資の
提供やオフィス環境への投資を行う

・毎月月初の有給取得推進のアナウ
ンスを実施
・社内に、空気清浄機２台、検温機
能付きアルコール噴霧器１台を追加
購入

・有休の取得推進を継続する
・従業員の健康維持に必要な物資の
提供やオフィス環境への投資を行う

・安心安全な防災ずきんや体操着の
製造・販売を通じ、子どもたちに
とって快適な学習環境の醸成に貢献
し続ける

・静岡県内学校生活協同組合へ、弊
社で製造する防災ずきんおよび体操
着を提供

・安心安全な防災ずきんや体操着の
製造・販売を通じ、子どもたちに
とって快適な学習環境の醸成に貢献
し続ける

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日 2023

ゴール 2022 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2023 年12月31日までの取組目標

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

企業の経済的成長と社会課題解決の両立を図り、持続可能な地域社会の発展に貢献する企業

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

防災用品の企画・製造を通じて、SDGsの目線から日々の企業活動に努める

目標に関連する取組内容

・発電機や蓄電器の取扱を開始し、
災害時に誰もが活用できる充電ス
テーションを世の中に普及させる

・災害用備蓄スタンドBISTAについ
て、
　2022年で約150台を販売

・発電機や蓄電器の取扱を開始し、
災害時に誰もが活用できる充電ス
テーションを世の中に普及させる
（災害用備蓄スタンドBISTAの販売台
数200台を目指す）

・「世の中の役に立つ」防災用品の
企画・製造を目的に掲げ、それを実
践することで、社員の働きがいおよ
び企業の持続的成長を目指す

・2022年5月、新商品「シェアする防
災セット」を発表

・「世の中の役に立つ」防災用品の
企画・製造を目的に掲げ、それを実
践することで、社員の働きがいおよ
び企業の持続的成長を目指す

・引き続き、様々な自然災害に対し
て役に立つ防災用品の企画・製造を
継続していく

・2022年5月、新商品「シェアする防
災セット」を発表

・引き続き、様々な自然災害に対し
て役に立つ防災用品の企画・製造を
継続していく

・自分や自社といった「自助」目線
の防災用品の開発だけでなく、地域
や第三者など、「共助」の視点を備
えた防災用品の開発を行うことで、
住みやすい街づくりに貢献する

・2022年5月、新商品「シェアする防
災セット」を発表

・自分や自社といった「自助」目線
の防災用品の開発だけでなく、地域
や第三者など、「共助」の視点を備
えた防災用品の開発を行うことで、
住みやすい街づくりに貢献する

・社内資料のペーパーレス化を推進
する
・店舗販売における袋の有料化・エ
コ化

・ペーパーレス化への明確な取組が
不十分であった
・店舗販売の袋の有料化を実施

・社内資料のペーパーレス化を推進
する

（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

１
事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数


